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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 5,019,443 5,108,958 25,406,236

経常利益（千円） 373,444 407,332 1,633,271

四半期（当期）純利益（千円） 244,220 250,585 1,020,372

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
155,584 431,121 1,705,745

純資産額（千円） 7,178,145 8,916,399 8,692,253

総資産額（千円） 11,829,463 13,142,328 14,339,574

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
58.16 60.54 244.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － －

自己資本比率（％） 60.7 67.8 60.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載を

省略しております。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。 

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新政権発足後の経済政策および金融政策などにより、円安・株

高が進行し、景気回復への兆しがみられたものの、個人消費につきましては、消費者の節約志向は依然根強いものがあ

り、穏やかな回復に留まりました。　

　このような環境において、当社グループは積極的な営業活動と利益体質強化に努めた結果、当第１四半期連結累計期

間の売上高は自動車関連卸売事業の増収により5,108百万円（前年同期比1.8%の増収）、営業利益は自動車関連卸売

事業の増益により393百万円（前年同期比14.2%の増益）、経常利益は407百万円（前年同期比9.1%の増益）、四半期純

利益は250百万円（前年同期比2.6%の増益）となり増収増益になりました。 

（セグメント別の概況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

  
自動車関連

卸売事業

自動車関連

小売事業
福祉事業 その他 調整額 連結

売上高

当第１四半期

連結累計期間
4,413 349 150 219 △24 5,108

前第１四半期

連結累計期間
4,362 314 165 195 △18 5,019

セグメント利益

又は損失（△）

当第１四半期

連結累計期間
399 △7 △9 10 0 393

前第１四半期

連結累計期間
340 △5 2 7 0 344

　

　　　（自動車関連卸売事業）

　自動車関連卸売事業は、本格的な回復には至らない個人消費の中、積極的な営業活動により、売上高は4,413百万円

となり前年同期比51百万円（1.2%）の増収となりました。これは、アルミホイールの売上が順調に推移したためで

あります。したがって、セグメント利益は399百万円となり前年同期比58百万円（17.3%）の増益となりました。

（自動車関連小売事業）

　自動車関連小売事業の売上高は、349百万円となり前年同期比35百万円（11.1%）の増収となりました。一方セグメ

ント損失は7百万円（前年同期は5百万円のセグメント損失）となりました。これは、新店舗は順調に推移し増収の

要因となりましたが、既存店舗の売上が減少し利益を圧迫したためであります。

（福祉事業）

　福祉事業の売上高は、老人ホーム事業の競争激化により入居者が伸び悩んだ等により150百万円となり前年同期比

15百万円（9.1%）の減収となりました。セグメント損失は9百万円（前年同期は2百万円のセグメント利益）となり

ました。

（その他）

　携帯電話代理店事業の売上高は、197百万円となり前年同期比24百万円（14.2%）の増収、賃貸事業は22百万円で前

年とほぼ同額となり、合わせて219百万円となり前年同期比24百万円（12.5%）の増収となりました。これは携帯電

話4店舗ともに好調に推移したことによるものであります。セグメント利益は10百万円となり前年同期比3百万円

（49.2%）の増益となりました。
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

(3）研究開発活動

特記すべき事項はありません。

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

「３．財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析（１）業績の状況」をご参照ください。

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期連結累計期間における資金については、主として売掛債権の回収期にあたり回収した資金より配当

金の支払い206百万円及び、短期借入金の返済580百万円、長期借入金の返済40百万円を実施いたしました。当第１四

半期連結累計期間における資金については、運転資金は金融機関より短期借入金で対応し、大規模な設備投資等の

必要資金については資金必要時の金融状況を鑑みて、所定の社内手続きを経て金融機関より長期及び短期の借入金

にて賄う方針であります。 

(6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、自動車用品アフターマーケットの成熟化や競争激化等に対応すべく体制強化に取り組んでおり

ますが、雇用・所得環境の悪化は、消費者心理の悪化と車離れを加速させており、当社グループと密接な関係にある

自動車業界や自動車用品のアフターマーケットの需要は低調に推移しております。

　当社主力商品のアルミホイールは、流行や嗜好性が強く販売競争や季節変動等により過剰品や不活動品が生まれ

やすい問題点を抱えていましたが、数年来商品管理の在り方を見直して方針管理の徹底に取り組んだ結果、過剰・

不活動在庫を一掃するところまで改善が進みました。今後は、降雪状況に左右されない販売・生産・適正在庫を目

指して参ります。

　また、連結子会社㈱バーデンは、自動車用品小売事業を戦略部門に掲げており、昨今は市場低迷により店舗収益力

が低下しているので先ずは店舗の体質改善策に取り組み、収益力を高めることを追求して参ります。また、福祉事業

におきましては競争激化に対応すべく、より積極的な営業活動、料金体系の見直し等を行い入居者の増加に努めて

参ります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,780,000

計 17,780,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,139,579 4,139,579

　 東京証券取引所

　　ＪＡＳＤＡＱ

　（スタンダード）　

単元株式数　100株

計 4,139,579 4,139,579 ― ―

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
― 4,139,579― 852,750― 802,090

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

         当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

       記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をして

       おります。

　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― 単元株式数　100株

完全議決権株式(その他)
普通株式 4,138,600　

　
41,386 単元株式数　100株

単元未満株式 普通株式   　979 ― ─

発行済株式総数 4,139,579 ― ―

総株主の議決権 ― 41,386 ―

　　

②【自己株式等】

　該当事項はありません。　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,021,109 753,974

受取手形及び売掛金 ※
 3,653,513

※
 2,567,798

商品 1,774,173 1,950,417

仕掛品 220,505 192,558

原材料及び貯蔵品 69,998 46,057

繰延税金資産 42,379 28,145

デリバティブ債権 946,823 1,181,781

その他 362,270 154,576

貸倒引当金 △5,907 △6,326

流動資産合計 8,084,866 6,868,984

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,611,074 3,630,572

減価償却累計額 △1,606,632 △1,635,714

建物及び構築物（純額） 2,004,442 1,994,857

土地 2,374,077 2,374,077

その他 630,131 636,351

減価償却累計額 △461,799 △471,141

その他（純額） 168,332 165,209

有形固定資産合計 4,546,852 4,534,145

無形固定資産

のれん 162,100 158,525

その他 41,541 38,776

無形固定資産合計 203,641 197,301

投資その他の資産

投資有価証券 961,021 995,489

繰延税金資産 41,248 52,901

その他 504,794 496,355

貸倒引当金 △2,850 △2,850

投資その他の資産合計 1,504,215 1,541,896

固定資産合計 6,254,708 6,273,344

資産合計 14,339,574 13,142,328
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,895,904 1,501,586

短期借入金 1,280,000 700,000

未払法人税等 482,200 96,449

携帯電話短期解約返戻引当金 322 246

賞与引当金 126,513 60,722

役員賞与引当金 31,600 8,060

繰延税金負債 220,118 359,078

その他 587,235 581,943

流動負債合計 4,623,895 3,308,087

固定負債

長期借入金 440,000 400,000

繰延税金負債 140,990 161,835

修繕引当金 28,000 31,500

退職給付引当金 63,812 59,278

役員退職慰労引当金 85,315 13,993

資産除去債務 18,742 18,848

その他 246,564 232,386

固定負債合計 1,023,425 917,841

負債合計 5,647,321 4,225,929

純資産の部

株主資本

資本金 852,750 852,750

資本剰余金 802,090 802,090

利益剰余金 6,322,691 6,366,301

自己株式 △82 △82

株主資本合計 7,977,448 8,021,059

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 119,573 146,469

繰延ヘッジ損益 586,935 732,586

為替換算調整勘定 8,295 16,284

その他の包括利益累計額合計 714,804 895,340

純資産合計 8,692,253 8,916,399

負債純資産合計 14,339,574 13,142,328
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 5,019,443 5,108,958

売上原価 3,810,371 3,812,839

売上総利益 1,209,071 1,296,119

販売費及び一般管理費 864,337 902,440

営業利益 344,733 393,678

営業外収益

受取利息 235 1,191

受取配当金 9,102 8,193

持分法による投資利益 17,670 9,432

その他 6,747 1,307

営業外収益合計 33,755 20,126

営業外費用

支払利息 4,272 3,133

為替差損 － 2,814

その他 772 524

営業外費用合計 5,044 6,472

経常利益 373,444 407,332

税金等調整前四半期純利益 373,444 407,332

法人税、住民税及び事業税 80,302 98,563

法人税等調整額 48,921 58,183

法人税等合計 129,224 156,747

少数株主損益調整前四半期純利益 244,220 250,585

四半期純利益 244,220 250,585
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 244,220 250,585

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,683 26,896

繰延ヘッジ損益 △82,657 145,650

為替換算調整勘定 1,705 7,989

その他の包括利益合計 △88,635 180,536

四半期包括利益 155,584 431,121

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 155,584 431,121
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 161,015千円 42,330千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成25

年４月１日　至平成25年６月30日）

　当社グループは、第１、第２、第４四半期連結会計期間の売上高に比べ、第３四半期連結会計期間の売上高が増加するた

め、業績に季節的変動があります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 54,768千円 47,005千円

のれんの償却額 2,875 3,575

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 125,97430.0 平成24年３月31日 平成24年６月28日　利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 206,97450.0 平成25年３月31日 平成25年６月26日　利益剰余金

 

EDINET提出書類

株式会社ウェッズ(E02870)

四半期報告書

12/16



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　
 

　報告セグメント 
その他

(注)１　
合計

調整額

（注）２　

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）３　

自動車関連

卸売事業

自動車関連 

小売事業 
福祉事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客へ

の売上高
4,344,267314,366165,5414,824,176195,2675,019,443― 5,019,443

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

18,267 447 ― 18,715 ― 18,715(18,715) ―

計 4,362,535314,814165,5414,842,891195,2675,038,158 (18,715) 5,019,443

セグメント利

益又は損失

（△）

340,328△5,937 2,619337,0107,080344,090643 344,733

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、携帯電話代理店事業、賃貸

事業であります。

２．セグメント利益の調整額643千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

　
 

　報告セグメント 
その他

(注)１　
合計

調整額

（注）２　

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）３　

自動車関連

卸売事業

自動車関連 

小売事業 
福祉事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客へ

の売上高
4,388,879349,861150,4724,889,213219,7445,108,958― 5,108,958

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

24,719 17 ― 24,736 ― 24,736(24,736) ―

計 4,413,599349,878150,4724,913,950219,7445,133,695 (24,736) 5,108,958

セグメント利

益又は損失

（△）

399,203△7,477△9,254382,47110,564393,035643 393,678

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、携帯電話代理店事業、賃貸

事業であります。

２．セグメント利益の調整額643千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 58円16銭 60円54銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 244,220 250,585

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 244,220 250,585

普通株式の期中平均株式数（株） 4,199,133 4,139,493

      (注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。

　

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月１日

株式会社ウェッズ

取締役会　御中

  東 陽 監 査 法 人 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　田　岳　司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 神　保　正　人　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウェッズ
の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財
務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウェッズ及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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